
 

 

新しい図書のご案内 

〇青春とは （姫野カオルコ）    

○気がつけば終着駅 （佐藤愛子） 

○老～い、どん！ （樋口恵子）     

○首里の馬 （高山羽根子）     

○心淋し川 （西條奈加）      

○少年と犬 （馳 星周）     

〇ピンクとグレー （加藤シゲアキ） 

○いのち （瀬戸内寂聴）     

○身の回りから人権を考える80のヒント    

○時間を忘れるほど面白い 雑学の本 （竹内 均）     

○おはなし推理ドリル 科学事件ファイル４～６年生 

○派遣添乗員ヘトヘト日記  他シリーズ3冊           どうぞ、ご利用ください！                           

   

          【職業・生活等各種相談日】 

     ４月21日(水）  ５月19日(水） 

       １３：３０～１５：３０ 

 相談員が対応します。諸事情で開催日を変更 

 する場合がありますのでお問合せください。 

             

                  【人権相談日】 

   ４月19日(月）  ５月17日(月） 

        １３：３０～１５：００ 

       お気軽にご来館ください 

 

   『お花見』等の注意事項（しっかりと感染防止対策を） 

 〇 家族・友人・職場の同僚など、日頃会っている身近な範囲で 
 〇 大人数、長時間、大声を避けて （リスクの高い行動は控える）   
〇 会話時はマスク、グループ間は適度な距離を 
〇 大皿は避け、食器は個別、使い回ししない           西 条 市 
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 ４月から開館日・開館時間が変わります 

    開館日：月曜日～金曜日   閉館日：土曜日・日曜日・祝日・年末年始 

    開館時間 午前９時～午後５時  下線部分が変更になりました。  

 その思いを込めて、エコクラフト

の皆さんがシトラスリボンを作り、

来館された方にもその思いを伝えて

ほしいとホールに設置していただき

ました。 

 エコクラフト教室でシトラスリボン   を作りました 

 シトラスリボンプロジェクトはコロナ禍で生まれた差別、偏見を耳にした愛媛の有志が

つくったプロジェクトです。愛媛特産の柑橘にちなみシトラス色のリボンや専用ロゴを 

身につけて「ただいま」「おかえり」の気持ちを表す活動を広めています。リボンやロゴ

で表現する３つの輪は地域と家庭と職場(学校）です。「ただいま」「おかえり」と言い 

あえるまちなら安心して検査を受けることができ、ひいては感染拡大を防ぐことにつなが

ります。また、感染者への差別や偏見が広がることで生まれる弊害も防ぐことができま

す。コロナ禍のなかでも、みんなが心から暮らしやすいまち、社会をめざしましょう。   



 

 

 教室生対象人権啓発学習会 [1～3月実施]   

  今年度も人権啓発学習会を各教室・講座ごとに７回行いました。学習内容は「コロナ差別に  

ついて考える～コロナに負けない～」でした。 

 昨年２月に日本でも広がり始めた新型コロナウイ

ルス感染症でしたが、今年に入って２回目の緊急事

態宣言が出されました。私たちは、現在も「不要不急

の外出の禁止、マスクの着用、３密にならない、手洗

い・消毒」などの新しい生活様式を行っています。 

 その生活の中で、コロナウイルスを恐れ、感染した

方々を責めるような事件も起こりました。 

 感染した方に対して 『感染したのはあなたの無知

や油断のせいだ』 と誹謗中傷したり、インターネット

や知り合いの人から聞いた根拠のないデマを信じ

て、まわりの人に広げたりする人も出てきました。  

コロナウイルスに感染した方は病気に苦しむことに加えて、誹謗中傷や根拠のないデマにまでも

苦しめられることになり、医療従事者や宅配業者など私たちの生活を支えてくれている方々にも及

んでいます。 

 私は新聞に載っていた東海地方に住む男性の 『コロナウイルスより、人の方がよっぽど怖い。 

たたかわなければいけない相手は、ウイルスだけじゃなかった。』 という記事に心を痛めました。 

 これから順次ワクチン接種も行われるようになりますが、それでも、いつ、だれがコロナウイルス

に感染するかもしれません。コロナウイルスに負けないためのくすりは、まわりの人たちの支えで

す。人と人が互いに支え合うことで、心と体を健康に保つことができると思います。心の元気のた

めに、家族や友人と楽しく過ごしましょう。体の元気のために、きちんと食べて眠りましょう。コロナ

ウイルスに負けないように、互いに支え合い、助け合って、この苦境を乗り切っていきましょう。 

 

 

   

       令和２年度 壬生川小学校児童の人権作文と人権標語 

                    （令和２年度 西条市の人権意識を高めるための作文集より） 

  

   親友と仲直り 

      壬生川小学校 ５年 西山由奈 

 友達とけんかした 

 いやになった 

 でも、考えてみると 

 「わたしが悪かった」と気づいた 

 だから、あやまった 

 「おこっていたかな」と思って 

 「ゆるしてくれないかな」と思ったけど 

 ゆるしてくれた 

 とてもうれしかった 

 友達も同じ気持ちだったんだ 

 前よりもっときずなが深まった 

 

 大好きな友達 

     壬生川小学校 ５年 渡邊なつめ 

悲しそうな顔 

うれしそうな顔 

 

見ていると、自分まで 

悲しくなったり 

うれしくなったりしてくる 

 

悲しそうな顔の友達を見ていると 

「大丈夫」 

と声をかけたくなる 

うれしそうな顔の友達を見ていると 

一緒にしゃべりたくなる 

 

どんな時間でも、 

友達と一緒にいる時間は 

とても大切 

  人 権 標 語 

 〇 なりたいな ともだちのいいとこさがしチャンピオン  １年 塩崎 紗愛 

 〇 まもりたい ぼくのまわりにあるえがお          ２年 飯井 京誠 

 〇 きみのえがお それがぼくの たからもの        ３年 宮﨑 尊虎 

 〇 勇気をだして あなたの笑顔で 明日は晴れる    ４年 矢野 颯助 

 〇 君とぼく 同じ命をもっている               ５年 白川 忠征 

 〇 本当にいいの 心にささる その言葉          ６年 脇  幸絢                   


